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《ＭＦＵ－５０１／５０３ＡＴ》                                                 ５-４．１６ビット精度オプション

 Opt16－２．アナログ入力範囲

　 ◇　本機の入力範囲・モード・分解能（１６／１４／１２ＢＩＴ）はソフトウエア選択です。

   　  選択方法は次 Opt16－３項 を御参照ください。

　 ◇　本機は【±１０ｖ範囲／Ａモード】で最終調整されていますが、高精度部品の使用により

　　 入力範囲を切り替えても多くの用途では再調整の必要がありません。【 Opt16－１項参照】

       特定の入力範囲で最も正確度を良くしたいときは再調整を行ってください。

     　御希望により当社でも（有償で）行います。

　 ◇　公称入力範囲を正直に本機の各分解能（１６／１４／１２ＢＩＴ）で実現すると１ digit

　   当りの電圧値が半端な割り切れない値【Ｂ】モードになってしまいます。　そこで当社では

　   入力範囲を少し拡大して１ digit 当りの電圧が切りのよい値となる【Ａ】モードもサポート

　   しています。

　                表 Opt16－２Ａ．《１２ビット分解能》でのアナログ入力範囲

　 公称入力範囲 【モード】　　　　実際の入力範囲  分解能［mv/digit］

　０ ～ ＋１０ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋１０.２３７５ 　　２.５

　０ ～ ＋１０ ｖ 　　【Ｂ】　           ０～＋　９.９９７６ 　　２.４４･････

　０ ～ ＋　５ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋　５.１１８７５ 　　１.２５

　０ ～ ＋　５ ｖ 　　【Ｂ】　　　　　　 ０～＋　４.９９８８ 　　１.２２･････

        ±１０ ｖ 【Ａ】　　　－１０.２４０～＋１０.２３５０ 　　５.０

        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】　－１０.０００～＋　９.９９５１ 　　４.８８･････

        ±　５ ｖ 【Ａ】　　　－　５.１２０～＋　５.１１７５ 　　２.５

        ±　５ ｖ 　　【Ｂ】　－　５.０００～＋　４.９９７６ 　　２.４４･････

　                表 Opt16－２Ｂ．《１４ビット分解能》でのアナログ入力範囲

　 公称入力範囲 【モード】　　　　実際の入力範囲  分解能［mv/digit］

　０ ～ ＋１０ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋１６.３８３ 　　１.０

　０ ～ ＋１０ ｖ 　　【Ｂ】　           ０～＋  ９.９９９３９ 　　０.６１･････

　０ ～ ＋　５ ｖ 【Ａ】　　　           ０～＋  ８.１９１５ 　　０.５

　０ ～ ＋　５ ｖ 　　【Ｂ】　　　　　　 ０～＋  ４.９９９６９ 　　０.３１･････

        ±１０ ｖ 【Ａ】　　　－１６.３８４～＋１６.３８２ 　　２.０

        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】　－１０.０００～＋  ９.９９８７８ 　　１.２２･････

        ±　５ ｖ 【Ａ】　　　－  ８.１９２～＋  ８.１９１ 　　１.０

        ±　５ ｖ 　　【Ｂ】　－　５.０００～＋  ４.９９９３９ 　　０.６１･････

　                表 Opt16－２Ｃ．《１６ビット分解能》でのアナログ入力範囲

　 公称入力範囲 【モード】　　　　実際の入力範囲  分解能［mv/digit］

        ±１０ ｖ 【Ａ】　　 －１３.１０７２０～＋１３.１０６８０ 　 ０.４

        ±１０ ｖ 　　【Ｂ】 －１０.０００００～＋　９.９９９６９ 　 ０.３０５････

        ±  ５ ｖ 【Ａ】　　 －  ６.５５３６０～＋  ６.５５３４０ 　 ０.２

        ±  ５ ｖ 　　【Ｂ】 －  ５.０００００～＋　４.９９９８５ 　 ０.１５３････

  

  ◆  表 Opt16－２Ａ，Ｂ，Ｃにおいて±１０ｖを超える値は理論値です。  アナログ回路に使用

    されている素子の仕様から、±１０ｖを超えるＡＤ変換値の正確度は保証されません。
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５-４．１６ビット精度オプション                                                 《ＭＦＵ－５０１／５０３ＡＴ》

 　伝達関数　　　 ソフト上で指定する分解能によって以下のとおりです。

 １２ＢＩＴ指定：　 １２ビットＡＤの分解能は“２の１２乗分の１”ですから、ＡＤデータと

　　　 　　　　　 アナログ入力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　　Ｒｅｓ＝Ｖ span÷4096　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＡＤデータ　Ｄ ad＝Ｖ in÷Ｒ es　　　　　［digit］ ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ ad＝（Ｖ in÷Ｒ es）＋2048［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆入力電圧　　Ｖ in＝Ｄ ad×Ｒ es　　　　　［ｖ］　  ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ in＝（Ｄ ad－2048）×Ｒ es［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　 【注】　Ｖ span はＡＤ入力範囲の絶対幅です。　具体的には表 Opt16－２Ａの

　　　　　　　　　　　 総範囲幅に１ digit 分の電圧値を加算した値です。  例えばＡモードの

　　　　　　　　　　　 公称±１０ｖなら２０.４８０ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。

 １４ＢＩＴ指定：　 １４ビットＡＤの分解能は“２の１４乗分の１”ですから、ＡＤデータと

　　　　　　　　　アナログ入力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　　Ｒｅｓ＝Ｖ span÷16384　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＡＤデータ　Ｄ ad＝Ｖ in÷Ｒ es　　　　　［digit］ ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ ad＝（Ｖ in÷Ｒ es）＋8192［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆入力電圧　　Ｖ in＝Ｄ ad×Ｒ es　　　　　［ｖ］　　／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ in＝（Ｄ ad－8192）×Ｒ es［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　 【注】　Ｖ span はＡＤ入力範囲の絶対幅です。　具体的には表 Opt16－２Ｂの

　　　　　　　　　　　 総範囲幅に１ digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの

　　　　　　　　　　　 公称±１０ｖなら３２.７６８ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。

　１６ＢＩＴ指定：　 １６ビットＡＤの分解能は“２の１６乗分の１”ですから、ＡＤデータと

　　　　　　　　　 アナログ入力電圧の関係は以下のようになります。

　　　　　　　　　◆分解能　　 Ｒｅｓ＝Ｖ span÷65536　［ｖ／digit］

　　　　　　　　　◆ＡＤデータ Ｄ ad＝Ｖ in÷Ｒ es　　　　　 ［digit］ ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｄ ad＝（Ｖ in÷Ｒ es）＋32768［digit］ ／バイポーラのとき

　　　　　　　　　◆入力電圧　 Ｖ in＝Ｄ ad×Ｒ es　　　　　［ｖ］　　 ／ユニポーラのとき

　　　　　　　　　　　　　　　 Ｖ in＝（Ｄ ad－32768）×Ｒ es［ｖ］　　／バイポーラのとき

　　　　　　　　 【注】　Ｖ span はＡＤ入力範囲の絶対幅です。　具体的には表 Opt16－２Ｃの

　　　　　　　　　　　 総範囲幅に１ digit 分の電圧値を加算した値です。　例えばＡモードの

　　　　　　　　　　　 公称±１０ｖなら２６.２１４４ｖ（Ｂモードなら２０ｖ）です。
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　　　　　　 図２－２Ａ．バイポーラ入出力　　　　　　　    図２－２Ｂ．ユニポーラ入出力

　　　　　　　　　　　　　　【Ａモード】　　　　　　　　　　　　　　    【Ａモード】

(16/14/12ﾋﾞｯﾄ)                                 (16/14/12ﾋﾞｯﾄ)

FFFF/3FFF/FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　 FFFF/3FFF/FFF

E1A8/3388/FD0

                                               C350/2710/FA0

8000/2000/800

                                               61A8/1388/7D0

1E58/0C78/030

0000/0000/000                                  0000/0000/000

        　　   -FS         0          +FS                　 0          FS/2        +FS

　　　　　　 図２－２Ｃ．バイポーラ入出力　　　　　　　　   図２－２Ｄ．ユニポーラ入出力

　　　　　　　　　　　　　【Ｂモード】　　　　　　　　　　　　　　　　   【Ｂモード】

(16/14/12ﾋﾞｯﾄ)                                 (16/14/12ﾋﾞｯﾄ)

FFFF/3FFF/FFF 　　　　　　　　　　　　　　　　 FFFF/3FFF/FFF

8000/2000/800                                  8000/2000/800

0000/0000/000                                  0000/0000/000

　　　      -FS             0            +FS                0           FS/2          +FS
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 Opt16－３．分解能、および入力範囲の設定操作

      各ボード共、アナログ入力範囲の設定ポート中、２ビット（Ｂ３，Ｂ２）が分解能を指定

    することになります。  その他は変更ありません。

          表 Opt16－３Ａ．アナログ入力（分解能・入力範囲）設定ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ        各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  未使用 ０

Ｂ６  未使用 ０

Ｂ５  ＡＤデータコード指定     ２の補数     バイナリ   ０

Ｂ４  アナログ入力範囲モード指定     Ｂモード     Ａモード   ０

Ｂ３

Ｂ２

 アナログ入力

 分解能（ＡＤデータ・ビット長）指定

   当値により３種類から選択。

        【表 Opt16－３Ｄ 】

０

０

Ｂ１

Ｂ０

 （公称）アナログ

             入力範囲指定

   当値により４レンジから選択。

        【表 Opt16－３Ｃ】

０

０

                                              表 Opt16－３Ｃ．入力範囲指定データ

Ｂ１ Ｂ０  アナログ入出力範囲

 １  １       ±  ５ｖ

 １  ０       ±１０ｖ

 ０  １   ０～＋  ５ｖ【注１】

 ０  ０   ０～＋１０ｖ【注１】

                                              表 Opt16－３Ｄ．分解能指定データ

Ｂ３ Ｂ２       分解能

 １  １

 １  ０     １６ビット【注１】

 ０  １     １４ビット

 ０  ０     １２ビット

    【注１】１６ビットではユニポーラ（０～５ｖ／０～１０ｖ）入力範囲が使用できない。

【注２】  電源投入、およびリセット操作直後のアナログ入力は１２ビットのＡモード／

            ０～＋１０ｖ範囲となっている。
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 Opt16－４．ＡＤデータ構造

     下位８ビット、上位８ビットの２バイトに分けて読み書きします。

     各ポートのＩ／Ｏアドレスは変わりません。

                 表 Opt16－４Ａ．上位データ読み込みポートのビット構成

ﾋﾞｯﾄ   １６ビット指定の場合   １４ビット指定の場合   １２ビット指定の場合

Ｂ７   Ｄ 15 （最上位ビット）   Ｄ 15   Ｄ 15

Ｂ６   Ｄ 14   Ｄ 14   Ｄ 14

Ｂ５   Ｄ 13   Ｄ 13 （最上位ビット）   Ｄ 13

Ｂ４   Ｄ 12   Ｄ 12   Ｄ 12

Ｂ３   Ｄ 11   Ｄ 11   Ｄ 11 （最上位ビット）

Ｂ２   Ｄ 10   Ｄ 10   Ｄ 10

Ｂ１   Ｄ９   Ｄ９   Ｄ９

Ｂ０   Ｄ８   Ｄ８   Ｄ８

                 表 Opt16－４Ｂ．下位データ読み込みポートのビット構成

ﾋﾞｯﾄ   １６ビット指定の場合   １４ビット指定の場合   １２ビット指定の場合

Ｂ７   Ｄ７   Ｄ７   Ｄ７

Ｂ６   Ｄ６   Ｄ６   Ｄ６

Ｂ５   Ｄ５   Ｄ５   Ｄ５

Ｂ４   Ｄ４   Ｄ４   Ｄ４

Ｂ３   Ｄ３   Ｄ３   Ｄ３

Ｂ２   Ｄ２   Ｄ２   Ｄ２

Ｂ１   Ｄ１   Ｄ１   Ｄ１

Ｂ０   Ｄ０ （最下位ビット）   Ｄ０ （最下位ビット）   Ｄ０ （最下位ビット）

           １２ビット（１４ビット）指定時の最上位４ＢＩＴ（２ＢＩＴ）について。

     ★バイナリ指定の場合：データ１語中、最上位４ＢＩＴ（２ＢＩＴ）は無効です。

         最上位    Ｄ 15～Ｄ 12     Ｄ 11～Ｄ８           Ｄ７～Ｄ０          最下位

                 （Ｄ 15～Ｄ 14） （Ｄ 13～Ｄ８）       （Ｄ７～Ｄ０）

                       無効                        有効

     ★２の補数指定の場合：データ１語中、最上位４ＢＩＴ（２ＢＩＴ）は

                           有効なデータの最上位ビットＤ 11（Ｄ 13）と同一値となります。

         最上位    Ｄ 15～Ｄ 12     Ｄ 11～Ｄ８           Ｄ７～Ｄ０          最下位

                 （Ｄ 15～Ｄ 14） （Ｄ 13～Ｄ８）       （Ｄ７～Ｄ０）

                      =Ｄ 11                       有効

                    （=Ｄ 13）
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　　マイクロサイエンス（株）行　　　　　　　　  Ｑ＆Ａフォーム
　　　ＦＡＸ：０３（３２４７）１８５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　発信：　　　年　　月　　日／　　　　時　　分

　　製品名　　   ＭＦＵ－５０□ＡＴ（   ）　  購入時期　　　　年　　　月

　 ボード上の　　ＳＷ１：

　 設定、    　　ＳＷ２：                      （出荷時設定：０１Ｃ）

　 使用状況　　　ＳＷ３：

　 その他

　  

　 Ｉ／Ｏ、　　　同時使用の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ／Ｏアドレス

　 周辺状況　　　他ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 割り込み、等

　 本体　　　　パソコン本体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　拡張ＢＯＸ

　 システム

　　　　　　　　本体メモリ

　　　　　　　　　ＯＳ　　　　ＤＯＳ（　　　）　ＷＩＮ（　　　　）

　 　　　　　　　 言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンパイラ　　　　　　　　 （ｖｒ　　）

   ソフト

　　　　　　　 プログラム名   

　（動作状況）

　　　　　                　《６０分以内に応答のないときはお叱りください。》 ＴＥＬ：０３（３２４７）１８４０

 御使用者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （所属部・課）

　団体名

　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所在地）

　ＦＡＸ


